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プラン
ニング

家庭菜園のプランニング
連作回避とスペースの有効活用

　日本では、四季それぞれで気温や
日長、雨量などにはっきりした特徴
があります。そのため野菜の種類に
適した栽培時期を選び、季節の変化
に対応した栽培管理をしなければい
けません。
　狭い畑で多種類の野菜を作るには、
菜園利用のプランが必要です。季節
に応じた種類・品種を選び、菜園の
利用ローテーションを考えましょう。
［野菜の選び方］野菜の生育特徴か
ら見ると、共通した栽培管理の方法
があります。野菜の類縁関係を知る
と、同じ仲間同士で肥料や病害虫が
共通することが多いので、作付けプ
ランを立てるのに役立ちます。野菜
の種類と品種を選ぶポイントは、①
利用・調理に適しているか ②その
土地の気候や栽培時期が合っている
か ③病気や害虫に強く作りやすいか、
などをあらかじめ調べておきましょ
う。
　畑の大きさによって野菜の選び方
は異なります。パセリやミツバ、バ
ジルなどのハーブ類は料理の付け合
わせに少しあれば良いので、庭の片
隅で自給できます。
　畑が100㎡あると年間30品目以上
を作ることができますが、スペース
が広いほど栽培管理に手間がかかり、
特に夏場の灌水（かんすい）や炎天
下の草取りは、体の負担となること
もあります。
［連作と輪作］同じ畑に同じ野菜を
連続して作ることを「連作」といい
ます。連作すると生長に障害が出る
野菜があります。エンドウは一度作
ると、４、５年は作れません。ナス、
トマト、ソラマメ、サトイモなどは
３、４年、レタス、ハクサイ、イチ

ゴなどは２年、ホウレンソウ、コカ
ブ、インゲンなどは１年です。サツ
マイモ、カボチャ、タマネギのよう
に連作しても生長に障害が見られな
い野菜もあります（表）。
　また、同じ科に属する近縁な野菜
は似た性質を持っているため、病害
虫と肥料の吸収が共通して
います。そのため、連作す
ると土に生息する病害虫が
増えたり、微量でも必要な
肥料成分が不足して野菜の
生長を妨げることがありま
す。
　このような連作障害を防
ぎ、地力が衰えないように
するためには性質の異なる
野菜を計画的に順次、作付
けする「輪作」をします。
［作付けプラン］例えば、
４m×５mの20㎡の畑の場
合は、家庭での消費量が
多いダイコン、キャベツ、
ジャガイモ、ネギなどを中
心に４区画以上に分けて作
付けプランを立てると良い
でしょう（図）。
　作付けプランは次の手順
で作りましょう。
①菜園を均等に４ブロック
に分ける。
②作りたい野菜を「ナス
科」「ウリ科」「イモ類・
ヒガンバナ科」「マメ科・
スイートコーン」「小型葉
物類」「セリ科」「アブラ
ナ科」の７種類に分ける。
③１年ごとにブロックの
ローテーションを行う。
　このようなローテーショ

ンで、ナス科やエンドウなどの連作
障害をおおおむね避けることができ
ます。
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